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１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 61,810 56,952

受取手形・完成工事未収入金等 133,661 96,341

電子記録債権 5,914 5,113

リース債権及びリース投資資産 3,012 2,901

未成工事支出金 18,503 21,708

たな卸不動産 22,759 24,654

その他のたな卸資産 2,293 2,481

短期貸付金 63,351 76,857

繰延税金資産 3,666 3,597

その他 16,259 19,075

貸倒引当金 △478 △491

流動資産合計 330,754 309,193

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 66,797 70,854

機械装置及び運搬具 94,322 97,738

工具、器具及び備品 5,614 5,790

土地 62,973 67,676

リース資産 984 862

建設仮勘定 10,310 6,609

減価償却累計額 △125,741 △127,548

有形固定資産合計 115,262 121,984

無形固定資産 2,015 1,849

投資その他の資産

投資有価証券 43,486 45,677

長期貸付金 610 263

繰延税金資産 1,686 1,639

その他 3,231 3,374

貸倒引当金 △865 △878

投資その他の資産合計 48,149 50,076

固定資産合計 165,427 173,911

資産合計 496,182 483,104
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 89,696 69,709

電子記録債務 31,732 26,845

短期借入金 1,450 269

未払法人税等 9,627 5,783

未成工事受入金 16,572 19,196

賞与引当金 3,818 3,608

完成工事補償引当金 393 482

工事損失引当金 261 237

独占禁止法関連損失引当金 1,970 1,442

その他 18,830 22,699

流動負債合計 174,354 150,274

固定負債

長期借入金 1,681 1,730

繰延税金負債 6,848 8,339

役員退職慰労引当金 86 90

退職給付に係る負債 9,471 9,603

資産除去債務 1,391 1,613

その他 7,404 7,177

固定負債合計 26,882 28,555

負債合計 201,237 178,830

純資産の部

株主資本

資本金 15,324 15,324

資本剰余金 15,967 16,260

利益剰余金 239,928 246,061

自己株式 △234 △245

株主資本合計 270,986 277,401

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,328 20,505

繰延ヘッジ損益 △0 △0

退職給付に係る調整累計額 △815 △737

その他の包括利益累計額合計 17,512 19,767

非支配株主持分 6,446 7,105

純資産合計 294,944 304,274

負債純資産合計 496,182 483,104
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 168,486 178,892

売上原価 140,154 150,981

売上総利益 28,332 27,911

販売費及び一般管理費 11,595 13,172

営業利益 16,736 14,738

営業外収益

受取利息 38 38

受取配当金 575 601

持分法による投資利益 105 149

不動産賃貸料 63 55

デリバティブ評価益 － 125

その他 113 138

営業外収益合計 896 1,108

営業外費用

支払利息 25 18

手形売却損 0 0

支払保証料 50 39

不動産賃貸費用 27 26

為替差損 511 7

デリバティブ評価損 292 －

その他 30 22

営業外費用合計 938 115

経常利益 16,694 15,731

特別利益

固定資産売却益 102 57

投資有価証券売却益 0 －

特別利益合計 102 57

特別損失

固定資産除売却損 173 75

独占禁止法関連損失引当金繰入額 1,225 －

特別損失合計 1,398 75

税金等調整前四半期純利益 15,399 15,712

法人税等 5,138 5,396

四半期純利益 10,260 10,316

非支配株主に帰属する四半期純利益 243 513

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,016 9,803
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 10,260 10,316

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,222 2,213

退職給付に係る調整額 32 84

持分法適用会社に対する持分相当額 2 △0

その他の包括利益合計 △1,187 2,297

四半期包括利益 9,073 12,613

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,861 12,058

非支配株主に係る四半期包括利益 211 555
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

建設事業
製造・
販売事業

開発事業 計舗装土木
事業

一般土木
事業

建築事業

売上高

外部顧客への
売上高

74,061 29,531 28,549 25,508 5,920 163,571 4,915 168,486 － 168,486

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

344 1,237 335 13,124 18 15,059 5,249 20,309 △20,309 －

計 74,405 30,769 28,884 38,632 5,938 178,631 10,165 188,796 △20,309 168,486

セグメント利益 9,619 1,868 2,168 5,175 591 19,423 592 20,016 △3,280 16,736

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設機械のリース・製

造・修理、車両リース、ゴルフ場およびホテルの事業、ＰＦＩ事業およびその他の事業を含んでおり

ます。

２．セグメント利益の調整額△3,280百万円は、各セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

一部の連結子会社において、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグ

メントの減価償却方法を同様に変更しております。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益への影響は軽微であり

ます。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

建設事業
製造・
販売事業

開発事業 計舗装土木
事業

一般土木
事業

建築事業

売上高

外部顧客への
売上高

77,659 27,051 35,531 27,149 7,430 174,824 4,068 178,892 － 178,892

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

391 1,335 700 10,763 18 13,209 4,050 17,260 △17,260 －

計 78,051 28,387 36,232 37,913 7,448 188,034 8,119 196,153 △17,260 178,892

セグメント利益 8,184 1,589 2,949 4,032 1,258 18,014 520 18,534 △3,796 14,738

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設機械のリース・製

造・修理、車両リース、ゴルフ場およびホテルの事業、ＰＦＩ事業およびその他の事業を含んでおり

ます。

２．セグメント利益の調整額△3,796百万円は、各セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない当社の本社管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループにおける業績管理区分を変更したことに伴い、事業セグメントの区分方法を

見直しし、従来「舗装土木事業」に含めていた「一般土木事業」を第１四半期連結会計期

間より新たに独立した報告セグメントとして追加しております。また、同様に、報告セグ

メントに含まれない事業セグメントとして、従来「その他」に含めていた建設コンサルタ

ント事業等について、第１四半期連結会計期間より、「舗装土木事業」の区分に含めて記

載する方法に変更しております。なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報につ

いては、これらの区分方法の変更とともに、前第４四半期連結会計期間に行ったセグメン

ト利益の計算方法の変更と併せて、変更後の区分および計算方法により作成したものを記

載しております。
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２．補足情報

（１）受注高・売上高・次期繰越高明細（連結）

　（単位：百万円、％）

区 分

前第２四半期
連結累計期間

(自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日)

当第２四半期
連結累計期間

(自 平成29年４月１日

至 平成29年９月30日)

増 減
(参考)

前連結会計年度
（平成29年３月期)

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

受

注

高

建

設

事

業

舗装土木 96,346 43.9 116,657 51.6 20,310 21.1 173,458 42.3

一般土木 43,786 20.0 35,756 15.8 △8,030 △18.3 70,741 17.2

建 築 42,427 19.4 36,713 16.2 △5,714 △13.5 76,281 18.6

計 182,561 83.3 189,126 83.6 6,565 3.6 320,481 78.1

製造販売事業 25,508 11.7 27,149 12.0 1,641 6.4 60,151 14.7

開発事業 5,920 2.7 7,430 3.3 1,510 25.5 21,214 5.2

その他の事業 5,119 2.3 2,564 1.1 △2,554 △49.9 8,288 2.0

合計 219,108 100.0 226,272 100.0 7,163 3.3 410,135 100.0

売

上

高

建

設

事

業

舗装土木 74,061 44.0 77,659 43.4 3,597 4.9 172,831 43.9

一般土木 29,531 17.5 27,051 15.1 △2,479 △8.4 66,594 16.9

建 築 28,549 16.9 35,531 19.9 6,982 24.5 64,819 16.5

計 132,142 78.4 140,243 78.4 8,100 6.1 304,245 77.3

製造販売事業 25,508 15.2 27,149 15.2 1,641 6.4 60,151 15.3

開発事業 5,920 3.5 7,430 4.1 1,510 25.5 21,214 5.4

その他の事業 4,915 2.9 4,068 2.3 △846 △17.2 8,003 2.0

合計 168,486 100.0 178,892 100.0 10,405 6.2 393,614 100.0

次

期

繰

越

高

建

設

事

業

舗装土木 82,783 34.0 100,123 38.9 17,340 20.9 61,125 29.2

一般土木 82,122 33.6 80,719 31.4 △1,403 △1.7 72,014 34.3

建 築 73,126 30.0 71,891 28.0 △1,235 △1.7 70,709 33.7

計 238,032 97.6 252,733 98.3 14,701 6.2 203,849 97.2

製造販売事業 － － － － － － － －

開発事業 － － － － － － － －

その他の事業 5,773 2.4 4,351 1.7 △1,422 △24.6 5,854 2.8

合計 243,805 100.0 257,084 100.0 13,278 5.4 209,704 100.0

決算短信（宝印刷） 2017年11月09日 09時31分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ＮＩＰＰＯ(1881) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

― 10 ―

（２）その他

① 当社は、平成28年８月２日、東京都、東京港埠頭株式会社若しくは成田国際空港株式会社が

発注する舗装工事又は国土交通省が発注する東京国際空港に係る舗装工事に関し、平成28年９

月28日には神戸市およびその周辺地域におけるアスファルト合材の販売価格の引き上げに関し、

また、平成29年２月28日には全国におけるアスファルト合材の販売価格の引き上げに関し、い

ずれについても独占禁止法違反の疑いで、公正取引委員会による立入検査を受けました。

当社は、継続中の調査に引き続き全面的に協力していくとともに、深い反省と違法行為は二

度と繰り返さないとの強い決意の下、独占禁止法をはじめとする各法令遵守のため、今後とも

引き続き、再発防止策を着実に実行し、全社一丸となって信頼の回復に努めてまいります。

② 当社は、当社並びに神鋼不動産株式会社(神戸市中央区)が販売する「ル・サンク小石川後楽

園」事業に対する建築確認処分について、東京都建築審査会が取り消した旨の裁決書を平成27

年11月14日に確認しました。これに対して、当社並びに神鋼不動産株式会社は、東京都に対し

て平成28年５月10日付けで当該事業に対する建築確認処分を取り消した裁決の取消請求訴訟を

提起しました。

決算短信（宝印刷） 2017年11月09日 09時31分 12ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）


